
　東京都の墨田区に「深中メッキ工業」という企業がある。主事
業は社名の通りメッキ処理業で、社員はわずか９人だ。下町の、
小さなメッキ屋であるが、同社の存在は、わが国のモノづくり中
小企業が今後、生き残っていくための方向性を教えてくれる。
　多くの関係者から注目されているゆえんは多々あるが、その最
大の要因は、同社が創造・確保した高度なメッキ処理技術にあ
る。メッキを施す部品は、年間数億個以上だが、その中にはなん
と、世界シェアNO.１の部品もある。
　ちなみに、世界シェアNO.１部品の一つは、複写機のトナーカ
ートリッジで使用する部品である。これは曲線が多い複雑な形状
をした直径10㎜程度の金属部品。この上に、さび止め用のクロー
ムメッキを1000分の１㎜以下の均一性で極薄のメッキを施して
いる。
　こうした高度な表面処理加工技術を保有していることもあり、
うわさを聞いた全国各地の困り果てた有力企業から、次々に注文が舞い込み、今
やその取引先は200社以上にのぼる。そうしたこともあって業績もすこぶる高い。
　小さな企業でありながら、世界有数のメッキ屋になれた最大の要因は、現社長
である深田稔氏の経営の考え方・進め方にあったといえる。ちなみに深田社長は、
次男ということもあり、大学卒業後に大手菓子メーカーに就職していた。しかし、
創業者である父親の急逝、そして後継者として入社していた兄の体調不良とが重
なり、急きょ呼び戻されたそうだ。
　後継者として、苦戦していた会社を再生するために入社したが、職人気質の強
いメッキ技術者と、理不尽な要求を強要する取引先との狭間で、胃に穴が開くよう
な毎日だったという。どちらからも信頼・信用を勝ち取るためには、社長自身が社
員を上回るほどのメッキ加工技術を保有するとともに、会社としても値付けので
きる、独自のメッキ加工技術をつくる以外にはないと考えた。こうして深田社長
は、現場に入り、メッキ職人に頭を下げ、真摯（しんし）に教えを乞うとともに、何度
も大学や公設試験研究機関の研究室を訪問し、研究を続けた。こうした努力が
今、売りとするいくつもの独自技術の開発につながった。そしてこれらの大半は、
深田社長と当社のメッキ職人が一体となって創造・確保したものである。このこと
を深田社長は「私はメッキのど素人だったからこそ、固定観念にとらわれず、さま
ざまな方法を抵抗なく試すことができた。これがよかったのかもしれません」と振
り返った。深田社長は、こうして自ら現場に入るとともに、経営者として社員の幸せ
を念じた仕事を続けてきたのだ。

●～小さくても、
　唯一無二の技術を持つ深中メッキ工業～
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ＬＯＢＯ調査[商工会議所早期景気観測調査]
業況ＤＩは、改善続く。先行きは横ばい圏内で推移も、持ち直しに期待感

２０１５年５月　調査結果のポイント

ＤＩ値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラス
の値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向きを表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気など
の景気感の相対的な広がりを意味する。
※ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　　　［業況・採算：好転－悪化］、［売上：増加－減少］
※ＬＯＢＯ調査ホームページ　＞　http://www.jcci.or.jp/lobo/lobo.html

◇５月の全産業合計の業況ＤＩは、▲13.5と、前月から＋1.8ポイントの改善。輸出増に
　伴う生産の伸びや好調なインバウンドによる下支え、株高・賃上げに伴う消費者のマ
　インド好転に加え、一部で設備投資の動きが出始めるなど、中小企業の景況感は、受
　注・売上の回復を背景に持ち直しに向けた動きが進む。ただし、比較対象の前年同月
　は駆け込み需要の反動の影響から業況が一段と悪化した時期であることに留意が必
　要。また、業況ＤＩの好転は、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、 依然としてコ
　スト増や取引価格への転嫁遅れ、人手不足などが足かせとなる状況が続いている。
◇先行きについては、先行き見通しＤＩが▲14.3（今月比▲0.8ポイント）とほぼ横ばい
　を見込む。コスト増加分の価格転嫁遅れや人手不足、人件費の上昇などが、引き続き
　経営の足かせになるとの見方から、一部にもたつきが残る。他方で、大手企業の業績
　改善が進む中、受注増や設備投資の持ち直しへの期待感が伺えるほか、夏の賞与増を
　含む所得環境の好転から、 個人消費の伸びを見込む声も聞かれている。
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　広報特別委員会では、より充実した誌面づくりを目的に、本誌に対するご意見・
ご感想を募集いたします。応募キーワードの正解者の中から抽選で、全国共通図
書カード1,000円分を５名の方にプレゼントいたします。奮ってご応募ください!!
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
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